
だ
け
で
な
く
、
県
民
、
関
係
機
関
、

民
間
事
業
者
な
ど
が
総
力
を
あ
げ
て

災
害
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
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防
災
対
策

問

平
成
16
年
に
は
台
風
や
地
震

に
よ
り
各
地
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
災
害
時
に
備
え
て

県
は
民
間
事
業
者
と
応
援
協
定
を
結

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
応
援
協
定
の
内

容
と
民
間
事
業
者
に
ど
の
よ
う
な
役

割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

答

地
震
等
に
よ
る
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
行
政

問

高
等
学
校
普
通
科
通
学
区
の

全
県
一
区
制
を
平
成
18
年
度
入

学
予
定
者
か
ら
実
施
す
る
と
決
定
さ

れ
た
経
緯
と
根
拠
を
伺
い
ま
す
。
ま

答

こ
れ
ま
で
各
市
町
村
教
育
委

員
会
や
学
校
関
係
者
に
、
課
題

平
安
女
学
院
大
学

び
わ
湖
守
山
キ
ャ
ン
パ
ス

問

平
安
女
学
院
大
学
が
守
山
キ

ャ
ン
パ
ス
を
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

に
統
合
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
対

し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

そ
こ
に
学
ぶ
学
生
に
不
利
益
が
生
じ

な
い
よ
う
学
校
法
人
に
文
書
で
申
し

入
れ
る
な
ど
、
守
山
市
と
と
も
に
統

合
計
画
の
撤
回
を
働
き
か
け
て
き
ま

し
た
。

県
や
守
山
市
が
多
額
の
補
助
金
を

交
付
し
た
こ
と
や
、
守
山
キ
ャ
ン
パ

ス
で
４
年
間
学
び
た
い
と
し
て
入
学

し
た
学
生
た
ち
の
思
い
、
さ
ら
に
は

１
万
人
を
超
え
る
県
民
の
署
名
を
重

く
受
け
止
め
、
今
後
と
も
大
学
の
対

応
を
見
極
め
な
が
ら
、
守
山
市
と
連

携
し
て
必
要
な
申
し
入
れ
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
な
お
、
来
年
の
４
月
以

降
、
守
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
生
が
い

な
い
よ
う
な
最
悪
の
事
態
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
県
が
大
学
の
設
置
に
際

し
交
付
し
た
補
助
金
の
返
還
に
つ
い

て
、
関
係
す
る
諸
規
程
に
沿
っ
て
適

切
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

答

文
化
振
興
施
策

問

平
成
17
年
度
末
で
県
立
文
化

芸
術
会
館※

４

を
県
が
運
営
す
る
こ

答

市
町
村
立
ホ
ー
ル
の
整
備
状

況
や
県
の
財
政
状
況
を
踏
ま

や
対
応
策
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
、

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」
や

「
情
報
の
提
供
お
よ
び
公
開
」、「
入

学
者
選
抜
」、「
中
学
校
と
高
校
等
の

連
絡
調
整
」、「
周
知
・
広
報
」
と
い

っ
た
各
項
目
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
必

要
な
対
応
と
そ
の
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
見
通
し
が
つ
き
、
平
成
18
年

４
月
入
学
者
か
ら
の
実
施
が
適
当
と

判
断
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
、
入
学
者
選
抜
方
法

の
改
善
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お

り
、
本
年
度
内
に
そ
の
概
要
を
各
中

学
校
に
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
平
成
18
年
度
の
入
学

者
選
抜
要
項
に
つ
い
て
は
、
例
年
よ

り
２
か
月
程
度
早
め
６
月
に
は
公
表

す
る
と
と
も
に
、
各
高
等
学
校
の
特

色
を
紹
介
す
る
「
夢
の
設
計
図
」
と

い
う
冊
子
を
作
成
し
て
、
生
徒
の
進

路
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
県

内
中
学
校
の
全
て
の
３
年
生
に
配
布

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

近畿府県合同防災訓練

え
、
地
域
の
文
化
活
動
は
で
き
る
限

り
市
町
村
に
委
ね
、
県
は
広
域
的
、

高
度
・
専
門
的
な
分
野
を
担
う
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
び
わ
湖
ホ
ー
ル
、
文
化
産

業
交
流
会
館
に
加
え
、
現
在
の
草
津

文
化
芸
術
会
館
を
新
た
な
取
り
組
み

を
担
う
全
県
を
対
象
と
し
た
施
設
と

し
て
再
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
３
つ
の
県
立
文
化
施
設
を
新

た
な
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
文
化

芸
術
の
も
つ
多
面
的
な
力
が
最
大
限

に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
例
え
ば
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
に
よ
る
文
化
芸
術

活
動
支
援
や
市
町
村
ホ
ー
ル
と
の
共

同
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
取
り
組
み
、
ま

た
、
文
化
芸
術
を
支
え
る
幅
広
い
人

材
の
育
成
、
お
よ
び
産
業
振
興
や
ま

ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
施
策
等
に
積

極
的
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
県
全
体

の
文
化
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
り
、
滋

賀
ら
し
い
県
民
文
化
の
創
造
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
を
原
則
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た

「
県
立
文
化
芸
術
会
館
の
あ
り
方
」

の
検
討
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
後
の
文
化
振
興
施
策
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

計
画
が
報
道
さ
れ
て
以
来
、

守
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
存
続
と
、

県
立
高
等
学
校
普
通
科

通
学
区
域
制
度

た
、
保
護
者
・
生
徒
へ
の
概
要
説
明

の
実
施
時
期
と
方
法
を
伺
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、物
資
の
供
給
や
輸
送
、

応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
、
土
木
資
機

材
や
労
力
の
提
供
等
、
応
急
対
応
能

力
を
持
つ
民
間
事
業
者
の
協
力
を
得

る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
に
17
事
業
者
と
災
害
時
の
応
援
協

定
を
締
結
し
て
き
ま
し
た
。

11
月
に
は
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
と
協
定
を
締
結
し
、
事
業

者
に
よ
る
物
資
の
輸
送
、
県
災
害
対

策
本
部
へ
の
連
絡
員
の
派
遣
、
帰
宅

困
難
者
へ
の
情
報
の
提
供
等
、
従
来

の
応
援
協
定
に
な
い
項
目
も
加
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
所
有
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
物
資
の
輸
送
な
ど

に
つ
い
て
も
応
援
協
定
の
締
結
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
、
迅
速
か
つ
的
確
な
応
急
対
策

が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
民
間
事
業
者
と

の
協
力
体
制
の
充
実
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

12
月
定
例
会
質
問
一
覧

辻
　
　
貢
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
平
成
17
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

▼
県
立
大
学
の
改
革
に
つ
い
て

▼
県
立
文
化
芸
術
会
館
の
見
直
し
を
踏
ま
え
た
県
の

新
た
な
文
化
振
興
施
策
に
つ
い
て

▼
瀬
田
川
洗
堰
全
閉
操
作
の
解
消
と
操
作
規
則
の
改

正
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

小
杉
　
武
志
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
乳
幼
児
福
祉
医
療
の
拡
充
に
つ
い
て

▼（
仮
称
）平
和
祈
念
館
の
整
備
に
つ
い
て

▼
若
年
者
に
対
す
る
雇
用
対
策
の
状
況
と
今
後
の
推

進
方
策
に
つ
い
て

▼
東
海
道
新
幹
線（
仮
称
）び
わ
こ
栗
東
駅
に
つ
い
て

▼
不
登
校
問
題
に
つ
い
て

▼
警
察
本
部
庁
舎
に
つ
い
て

北
野
　
加
代
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
平
成
17
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

▼
滋
賀
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
に
つ
い
て

▼
防
災
に
つ
い
て

▼
消
費
生
活
条
例
の
改
正
に
向
け
て

▼
環
境
こ
だ
わ
り
県
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼（
仮
称
）平
和
祈
念
館
に
つ
い
て

▼
滋
賀
県
立
総
合
保
健
専
門
学
校
の
設
置
お
よ
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に

関
連
し
て

▼
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
経
済
・
雇
用
対
策
に
つ
い
て

▼
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

▼
高
等
学
校
普
通
科
通
学
区
域
の
全
県
一
区
制
に
つ

い
て

▼
治
安
確
保
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
つ
い
て

山
田
　
和
　
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
漁
業
被
害
対
策
に
つ
い
て

▼
平
安
女
学
院
大
学
び
わ
湖
守
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
に
つ
い
て

赤
堀
　
義
次
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
売
れ
る
米
づ
く
り
に
つ
い
て

佐
野
　
高
典
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
公
営
競
技
事
業
に
つ
い
て

▼
滋
賀
県
国
際
物
流
特
区
に
つ
い
て

▼
防
災
対
策
に
つ
い
て

西
沢
　
久
夫
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
滋
賀
県
の
行
政
経
営
改
革
に
向
け
て
の
提
言
ー
い

わ
ゆ
る
浦
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

▼
財
政
構
造
改
革
の
行
方
に
つ
い
て

▼
助
産
師
不
足
へ
の
対
応
と
滋
賀
県
立
総
合
保
健
専

門
学
校
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

▼
利
水
目
的
ダ
ム
に
つ
い
て

小
寺
　
裕
雄
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
行
政
経
営
改
革
に
向
け
て

▼「
人
生
ゲ
ー
ム
」
に
つ
い
て

徳
永
　
久
志
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
自
転
車
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

▼
県
立
高
等
学
校
普
通
科
通
学
区
域
の
全
県
一
区
制

に
つ
い
て

▼
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

梅
村
　
正
　
議
員
（
公
明
党
）

▼
三
位
一
体
改
革
と
新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

▼（
仮
称
）滋
賀
県
琵
琶
湖
・
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て

▼
文
化
芸
術
振
興
策
に
つ
い
て

▼
県
立
高
等
学
校
普
通
科
通
学
区
域
の
全
県
一
区
制

に
つ
い
て

上
田
　
彰
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
17
年
度
教
科
書
採
択
に
つ
い
て
の
諸
問
題

∏
指
導
要
領
の
目
標
ど
お
り
具
体
的
に
選
定
資
料

が
整
理
さ
れ
て
い
る
か

π
教
育
委
員
自
ら
が
手
に
取
っ
て
教
科
書
を
見
て

い
る
か
、
委
員
の
自
覚
と
責
任
を
問
う

中
沢
　
啓
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
廃
棄
物
行
政
に
つ
い
て

▼
大
河
ド
ラ
マ
と
観
光
に
つ
い
て

▼
高
等
学
校
の
普
通
科
通
学
区
域
の
全
県
一
区
制
に

関
連
し
て

若
山
　
秀
士
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

河
部
　
哲
幸
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て

▼
痴
呆
性
高
齢
者
の
ケ
ア
と
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て

▼
交
通
渋
滞
対
策
と
公
共
車
両
優
先
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ

Ｔ
Ｐ
Ｓ
）
に
つ
い
て

桐
山
　
ヒ
サ
子
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
「
三
位
一
体
改
革
」
と
来
年
度
予
算
に
つ
い
て

▼
市
町
村
合
併
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

▼
県
立
近
江
学
園
の
施
設
改
善
と
将
来
計
画
に
つ
い
て

沢
田
　
享
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
例
規
に
関
す
る
認
識
に
つ
い
て

▼
保
険
診
療
と
保
険
外
診
療
に
つ
い
て

▼「
寝
る
子
は
育
つ
」
を
推
進
す
る
た
め
に

蔦
田
　
恵
子
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
県
政
世
論
調
査
に
基
づ
い
て

∏
県
政
世
論
調
査
に
つ
い
て

π
県
の
広
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て

∫
森
林
税
の
導
入
に
つ
い
て

ª
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

森
　
茂
樹
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
東
海
道
新
幹
線（
仮
称
）び
わ
こ
栗
東
駅
に
つ
い
て

▼
県
立
高
等
学
校
普
通
科
の
通
学
区
域
に
つ
い
て

▼
平
安
女
学
院
大
学
び
わ
湖
守
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ

い
て

▼
一
連
の
廃
棄
物
行
政
に
つ
い
て

滝
　
一
郎
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
施
策
評
価
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
に
つ
い
て

▼
環
境
政
策
に
つ
い
て

▼
愛
知
川
改
修
に
係
る
高
水
敷
に
密
生
す
る
竹
林
に

つ
い
て

谷
　
康
彦
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
カ
ド
ミ
ウ
ム
米
の
そ
の
後
に
つ
い
て

▼
滋
賀
の
医
療
行
政
に
つ
い
て

▼
県
立
病
院
の
経
営
に
つ
い
て

岡
崎
　
基
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
と
公
共
施
設
に
つ
い
て
問
う

上
田
　
昌
之
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
厳
し
い
行
財
政
経
営
の
中
に
お
け
る
知
事
の
政
策

執
行
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て

▼
早
崎
内
湖
問
題
に
つ
い
て

出
原
　
逸
三
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
向
け
て

▼
八
日
市
養
護
学
校
知
肢
併
置
化
に
伴
う
施
設
改
修

に
つ
い
て

▼
発
達
障
害
児
者
支
援
に
つ
い
て

青
木
　
愛
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
23
号
台
風
か
ら

∏
野
洲
川
右
岸
堤
の
被
害
に
つ
い
て

π
県
の
対
応
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

∫
今
後
の
問
題
に
つ
い
て

▼
薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て

太
田
　
正
明
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
東
海
道
新
幹
線（
仮
称
）び
わ
こ
栗
東
駅
に
つ
い
て
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問
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©


